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西
脇
市
長
　
片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

 

空
き
家
の
利
活
用
と
古
民
家
再
生

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
出
て
以
来
、
社
会
構
造
の
さ
ま

ざ
ま
な
部
分
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一

つ
に
「
居
住
地
と
仕
事
の
あ
り
方
、

居
場
所
」
が
あ
り
、
特
に
都
会
か

ら
田
舎
の
古
民
家
へ
の
移
住
が
、

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

西
脇
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市

役
所
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

今
年
９
月
末
現
在
、
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
２
年
前

に
比
べ
る
と
、
約
２
倍
の
60
件
に
、

契
約
物
件
は
３
倍
の
９
件
に
増
え

て
い
ま
す
。

　

先
月
も
三
木
市
出
身
の
女
性
が

住
吉
町
の
古
民
家
を
活
用
し
て
、

お
し
ゃ
れ
な
菓
子
店
を
オ
ー
プ
ン
。

訪
問
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

　
「
移
住
×
空
き
家
」「
起
業
×

空
き
家
」「
地
域
×
空
き
家
」「
若

者
×
空
き
家
」「
支
援
×
空
き

家
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

自
分
た
ち
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
に
、
利
活
用
し
よ
う
と

い
う
動
き
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

移
住
者
や
起
業
者
の
「
空
き
家

の
利
活
用
」
「
古
民
家
再
生
」
で
、

先
人
の
思
い
入
れ
の
あ
る
大
切
な

財
産
に
再
び
息
吹
を
吹
き
込
み
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
」「
古
民
家
」
を
活
用

す
る
こ
と
で
も
、
「
元
気
な
ま
ち

西
脇
市
」
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
創

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

築90年の古民家を活用したダイニング
カフェ（黒田庄町津万井）

　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

▲菊池省三さんから指導助言を受ける教員（10月20日／西脇東中学校）

築90年の古民家を活用したダイニング
カフェ（黒田庄町津万井）

野生動物被害に打ち勝とう
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今
年
10
月
、
２
人
の
保
護
司
が

満
齢
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
は

18
年
、
も
う
お
一
人
は
20
年
に
わ

た
り
保
護
司
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
長
年
の
ご
苦
労
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。

　

さ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
保
護
司

に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
し

ょ
う
。
保
護
司
と
は
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
地
域

で
支
え
る
た
め
の
活
動
を
行
う
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
と
定
期
的

（
月
２
回
程
度
）
に
面
接
を
行
い
、

更
生
の
た
め
の
約
束
事
を
守
る
よ

う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
生
活
上

の
助
言
や
就
労
の
手
助
け
等
を
行

う
「
保
護
観
察
」
と
い
う
活
動
が

重
要
な
任
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
現
在
、
全
国
で
４
万
７

千
人
余
り
、
西
脇
市
で
は
21
人
が

保
護
司
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
の
お
二
人
が
退

任
に
あ
た
っ
て
話
さ
れ
た
こ
と
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
人
目
の
保
護
司
は
在
任
中
、

15
歳
の
少
年
か
ら
70
代
の
女
性
ま

で
約
40
人
の
保
護
観
察
対
象
者
と

関
わ
り
、
そ
の
更
生
保
護
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
な
り
手
の
少
な
い

保
護
司
の
発
掘
に
も
奔
走
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
退
任
を
前
に
、
後
輩

保
護
司
か
ら
「
保
護
司
に
な
ら
な

い
か
と
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
お

か
げ
で
、
い
い
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
も
う
お
一
人
は
関
わ
っ

た
若
者
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
暴

走
行
為
を
繰
り
返
し
、
保
護
観
察

処
分
を
受
け
た
少
年
と
の
出
会
い

は
、
実
に
鮮
烈
で
し
た
。
初
め
て

会
っ
た
日
、
少
年
は
そ
の
保
護
司

に
「
今
度
は
女
か
。
ど
つ
き
ま
わ

し
た
ろ
か
」
と
。
そ
れ
か
ら
一
年

間
、
ド
キ
ド
キ
び
く
び
く
し
な
が

ら
も
家
庭
訪
問
を
繰
り
返
し
、
少

年
の
更
生
に
携
わ
り
ま
し
た
。
つ

い
最
近
、
思
わ
ぬ
再
会
が
あ
り
ま

し
た
。
自
宅
の
危
険
箇
所
の
修
繕

に
や
っ
て
き
た
業
者
が
、
更
生
し

立
派
な
社
会
人
に
成
長
し
た
あ
の

時
の
少
年
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の

保
護
司
の
目
か
ら
は
、
涙
が
止
め

ど
な
く
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
地
道

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お

ら
れ
ま
す
。　　

（
人
権
教
育
課
）

立
ち
直
り
を
助
け
て

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
課
コ
ラ
ム
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　農作物を荒らす野生動物の被害が問題となっています。
近年は全国的に減少傾向にあるものの、市内ではシカや
イノシシ、アライグマ、ヌートリアなどによる被害が、
まだまだ後を絶たない状況です。
　野生動物の被害を防ぐためには、主に３つの方法が有
効です。１つ目は「誘因除去」。野生動物の食料となるも
のを除去し、被害の原因を取り除きます。２つ目は「予
防」。防護柵の設置が一般的で、集落や農地に野生動物を
侵入させないことが狙いです。３つ目は「捕獲」です。
猟友会の協力を得て、捕獲による個体数管理を行ってい
ます。
　耕作放棄地などの体を隠せる茂みや、餌となるものが
残っている、被害を受けても対策をとらないなどの農地
は野生動物の格好の餌場になります。大事なことは「農
作物の味を覚えさせない」、「農地に侵入できると思わせ
ない」といった動物の学習効果を生かした対策です。
　私たちは長い視点で、被害対策を続けることが求めら
れています。

　
授
業
で
実
践
す
る
菊
池
さ
ん
の
教
え

　　

教
員
は
菊
池
さ
ん
の
授
業
な
ど

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、
日
々
の
教
育

に
生
か
し
て
い
ま
す
。
受
講
し
た

教
員
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
の
一

部
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育

て
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
読
解
力
を
高
め
る
た
め
に

・
身
に
付
け
さ
せ
た
い
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
と
確
認
し
な
が
ら

板
書
す
る
。

・
授
業
の
中
で
、
必
ず
「
考
え
て

書
く
」
こ
と
を
導
入
す
る
。

・
分
か
ら
な
い
言
葉
は
辞
書
で
調

べ
る
こ
と
を
習
慣
付
け
、
語
彙

力
を
高
め
さ
せ
る
。

○
安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て
の

　
学
級
づ
く
り
の
た
め
に

・
常
に
子
ど
も
の
意
欲
を
高
め
る

声
掛
け
や
、
集
中
の
さ
せ
方
を

意
識
し
て
い
る
。

・
た
だ
褒
め
る
の
で
は
な
く
、
学

級
づ
く
り
の
目
標
に
向
か
っ
て

価
値
付
け
る
。

　
全
学
習
の
基
盤
「
読
解
力
」
の
向

上
の
た
め
に

　　

高
校
・
大
学
入
試
で
は
文
章
量

の
多
い
問
題
や
、
複
数
の
資
料
か

ら
成
り
立
つ
問
題
が
出
題
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
解
く
に
は
、
目
的

や
状
況
に
合
わ
せ
て
文
章
を
読
み

取
っ
た
り
、
問
い
の
条
件
を
正
確

に
把
握
し
た
り
す
る
「
読
解
力
」

が
必
要
で
す
。

　

市
内
教
員
は
小
学
６
年
生
、
中

学
３
年
生
向
け
の
「
問
題
の
読
み

方
」「
解
き
方
の
コ
ツ
」
が
学
べ

る
学
習
動
画
を
制
作
。
動
画
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き
ま

す
。

◆
問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
市
役

所
内
線
５
２
７
）

に
し
わ
き
学
力
向
上
ウ
ィ
ー
ク
で
教
員
が
学
ぶ

広報にしわき　令和2年11月号広報にしわき　令和2年11月号 16

市内の防護柵設置
延長は

約50キロメートル
に

　令和６年１月以降、ＮＴＴ東日本とＮＴＴ
西日本は固定電話の「ＩＰ網」への移行に伴
い、社内設備の切り替えを予定しています。
ＩＰ網とは、インターネットなどの技術を利
用したネットワークによるデータ通信のこと
です。今後、設備切り替え作業に便乗した悪
質な勧誘が増加する恐れがあります。ご注意
ください。
◆勧誘の事例
　大手電話会社の子会社を名乗る事業者から
「電話のアナログ回線が廃止される。今の電
話が使えなくなるので、光回線に切り替えな
いか」と電話があった。
◆アドバイス
　ＩＰ網への移行後も現在使用している固定
電話やその電話番号は、継続して使うことが
できます。また、個人で設備切り替えに伴う
工事や手続きをする必要はありません。
　よく分からないときはその場で返答せず、
家族や周囲の人に相談しましょう。そして、
不審に思ったら、早めに西脇市消費生活セン
ター（☎22-3111）、またはＮＴＴ西日本
（☎0120-190-022）へご相談ください。

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

教
育
ス
ー
パ
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
授
業
・
講
義
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10
月
19
日
〜
23
日
の
５
日
間
、
小
中
学
校
で
「
に
し
わ
き
学
力

向
上
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
に
「
西
脇
市

教
育
ス
ー
パ
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
就
任
い
た
だ
い
た
菊
池
省
三

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
教
員
が
子
ど
も
た
ち
の
「
読
解
力
」
を
育

む
た
め
の
授
業
づ
く
り
の
ほ
か
、
居
場
所
と
な
る
学
級
づ
く
り
を

学
習
。
菊
池
さ
ん
の
模
範
授
業
を
見
学
し
た
り
、
指
導
助
言
を
受

け
た
り
し
な
が
ら
、
日
々
の
教
育
実
践
へ
の
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

ご　
い


